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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2/14（水）青陽館の避難訓練実施。出火場所、時間はスタッフに開示しないことになっているため、当日動くことができるように、各自でマニュアル等の確認をしておくこと。
・2/21勤務変更　戸賀沢　年休⇒遅C（NC）、小嶋　遅C⇒日勤

・第6回法人研修出欠結果がWIZに掲示されているので、各自で確認し、変更のある場合は、管理者からTQM庄司さんに連絡してもらうこと。締め切りは2/15（木）まで。

［研修］
・2/14　依存症への理解を深める県民フォーラム：申し込みは各自で行うこと
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

[提出物]

・転倒・転落アセスメント⇒2/28（水）までに実施し、小嶋SGMに報告すること。
・LASMI⇒2/28（水）までに実施し、アップロードし、小嶋SGMに報告すること。

・2/20（火）　3月プログラムテキスト

＜利用者様情報＞

デイケア
・大下　伸治　様～グループホーム世話人より情報提供があり、本日は朝から「だるい」と訴えており、世話人が行くように促している。体調に関しては、「薬を飲んでいるから具合悪くなる」と話しており、当院の薬は飲んでいるが、整形外科から貰った薬は飲んでいないということである。薬全部に関して飲むと具合が悪くなることを話している。明日、主治医に相談するように伝えているとのこと。デイケアでは、来所後「吐き気がする」と訴えており静養室で休養している。30分休養した後は、「休んだらよくなりました」とレクダンス、座学プログラムに参加している。引き続き、体調やプログラム参加状況を観察していく。

・繁名　和恵　様～昼食後、幻聴の訴えがあり、楽しい内容でテンションが高くなりそうなので落ち着くために静養室の利用を希望している。30分ほどで戻ってきており、その後は同様の訴えは聞かれていない。

・稲垣　ふき　様～先週の月曜日より発熱と解熱を繰り返しており、久しぶりの来所となっている。声掛けにて日課を行っており、「久しぶりだから忘れてた」と笑いながら取り組んでいる。体調については「まあまあ良くなった」と笑いながら話している。風邪症状で処方された薬がまだ残っているため、今後も体調を確認していく。

・高山　英佐　様～来所後プログラムに参加し、プログラム終了後はテレビを見て過ごしていたが、時間が経つと、椅子に座りながら膝を揺らしており落ち着きのない様子がある。昼食後より、「そわそわするので帰りたい」との訴えがあり、そわそわした時の対処法を聞くと「薬を飲む」と話している。薬は持って来ていないと話しており、薬を飲む以外の対処法を聞くと「我慢するしかない」と答えている。以前にも同様の症状があり、薬を持ってきていない状況を振り返り、来所時には薬を持参するように伝えると「分かりました」と話している。

・我満　奈津紀様～本人より架電あり、来所予定であったが娘様の機嫌が悪く、自分に当たってくるため、「いつまでも自分に当たられても・・・」と話したとのこと。また交際相手の家族に会い、受け入れられたが結婚に向かっての進み方が早く感じ、若い時みたいに勢いで結婚はしたくないので戸惑っており、デイケアに行く元気がないと話しており、自分の気持ちや、思いはきちんと相手に伝えるように助言し電話終了している。次回来所時に体調や相手に気持ちを伝えられたかを確認していく。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～来所すると表情険しい為、体調について尋ねると「風邪ひいたかも」と話している。「お外行きたい」と低い声で話すが、行動化することはない。不調時は、館内で過ごした方が良いことを話すと、ロッカーから雑誌を持って来ている。その後のプログラムでは途中退席なく参加できている。作業療法中に、耳の中に鉛筆を入れており、耳の痒みを訴えている。危険である為、やめるように伝えると止めている。午前中はドア付近に近づくことはなく、落ち着いて過ごすことが出来ている。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も所在確認を徹底していく。

・佐藤　ミツ子様～昨日の祝日プログラムで会食の時間になるとロッカー室にしゃ

がみ込んでいる。スタッフより＜一緒に食べませんか?＞と声を掛けると頷いており、スタッフと一緒に焼きそばを食べている。「焼きそばは初めて食べたんだよ」「誘ってくれてありがとうね」と表情良く話している。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も参加できるように声掛けを行っていく。

・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、衣類を代理購入し、本人に渡そうとするが、神様が持っていくから詰め所で預かってほしいと話し受け取ろうとせず。その後も神様に関する発言が聞かれていたとのこと。本日デイナイトケア来所後は神様に関する発言は聞かれていない。

・古舘　正行　様～青風荘より情報提供があり、時折薬包内の薬を飲み残すことがある為、注意して確認してほしいとのこと。昼食後の服薬では、薬包内の薬を飲み残すことなく、服薬出来ている。また、椅子やテーブルに寄りかかることが多く、テーブルに寄りかかった際に、テーブルに置いてあった他メンバーのコーヒーをこぼしている為、椅子に座るように促すと、一時的に椅子に座るが、すぐに床に座っている。その後も椅子に寄りかかり、他メンバーにぶつかることがある。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も見守りし適宜介入していく。

・千葉　輝夫　様～ジャンバーをリュックに入れたまま来所しており、薄着で通所している。リュックをロッカーにしまう際にロッカー室の扉が開いているが、ロッカー室の場所が分からない様子で、スタッフに「ロッカーどこだっけ？」と聞いており、案内している。その後、朝食後薬を服用する際も、昨日までスムーズに薬包を開けていたが、今日は開けられず、介入を要している。その後、「トイレに行きたいんだけど、どこだっけ？」と話しており、スタッフと一緒に行くと、男子トイレは戸が閉まっており、女子トイレの戸は開いていると、「あっ、ここだ」と女子トイレに入ろうとする為介入している。プログラムには声掛けにて参加しているが、居眠りをしていることが多く見られている。上記内容を息子様に情報提供している。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～2/12来所しており、スタッフと明日からの入院に必要な物品の確認をしている。「しまむらでいろいろ買ってきたし、大丈夫だと思う」と話し、準備は問題なく行えたとのこと。入院について不安を話すことは無く「入院していろいろ頑張ってくるよ」とスタッフに話す為、本人の話を傾聴し、気になることはすぐ相談しながら過ごしていくよう促している。ナイトケアでは時折冗談を交えながらスタッフと交流しており、表情穏やかに過ごしている。

・細谷地　与蔵様～昨日デイケアにて腰痛を訴え、つかまり歩行をしていた為、状況を妻様へ連絡している。帰宅後も腰痛は持続しているようで、今後対処をするが、デイケアを欠席する場合は次回利用日前日までに妻様から電話をするとのこと。また、妻様から情報提供があり、2/28に八戸赤十字病院にて、血液透析の為の内シャント造設術を予定しているとのこと。具体的に透析を行っていく予定は決まっていないとのことで、決まり次第連絡を頂きたいことを伝えている。
＜プログラム検討会＞

【陶芸プログラム参加手順について】

　①「陶芸作業予定表」に具体的な作品のイメージ図を記入する。
⇒図には高さ、幅、厚さ、持ち手の長さや太さなども記入
　②粘土に触れて、扱い方に慣れる。
　⇒いきなり粘土で作りたい形にすることは難しいので、まずは粘土に慣れる
　③作品作り
　⇒扱い方に慣れたら、作品を作っていく

【園芸について】⇒2月中に企画書提出予定
　⇒次年度での取り組みとして
　・今までは野菜は夏に収穫して終わりになっていたが、秋まき野菜を植えることで、長期間行えるようにする。
　・参加メンバーが一部に固定化されている。考えられる理由としては、畑に行けない、畑での様子が見えないなどが考えられるため、園芸に参加しやすくなるためにプランターを活用しての野菜作りも行っていく。

　・園芸作業の取り組みが身近に感じられることと、暑さ対策を兼ねて、グリーンカーテンで朝顔やゴーヤを育てる。

【エアロビクスについて】

　問題点⇒参加者が減ってきている。特に金曜日の13時の参加者が少なく、前回は0人。

　改善案⇒体力測定を行う

　　　　　・体力測定を行うことで、自分の運動能力を把握し、自覚する。

　　　　　・体力測定の結果を見て、自分に不足している運動能力の向上につなげる。

　　　　　・体力測定結果は記録用紙に記入し、運動能力の変化を観察する。

